
１．N-ビザが与えられるように。取得のために働いてくれているルチョン

さんに知恵と力が与えられように。

２．母の健康と生活が守られるように。母は１月に階段から落ち、頭の中

に出血をしました。

３．ジョイランクーラのドクター・ルーシーとドクター・タポシュのため

に。

４．母と姉の救いのために。
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「神のなさることは、すべて時にかなって
美しい」 （伝道の書 ３章11節）
ビザの取得を待ち続ける恵宣教師。私た

ちの願いや思いをはるかに超えて良きこと
をなしてくださる神は、きっと絶妙なタイミン
グで私たちを驚かしてくださるのでしょう。私
たちは良きことしかできない神に信頼して、
その時を待ち望みましょう。 （ひ）

編集後記

（前ページより続く）家の台所から炊飯器、お鍋類、食器類を運び、棚の

ほこりを何回もふき取り、古いガスコンロを取り払ってもらいと、ひと

月ほどで、かなり使いやすくなってきました。ここにゴミが蓄積されよ

うと、冷蔵庫の中で食べ物が腐っていようと、私が帰ってきた時に処理

をするので、十分対応できます。私にとって大きな解放でした。

「私の思いはあなたがたの思いより高い」というみことばをあてはめ

るには、あまりに卑小ですが、心から神様に感謝しました。

PBA(太平洋放送協会)の

人気テレビ番組「ライフ・

ライン」に近藤恵医療宣教師がゲスト出演しました。「バングラデシュ

の小さな病院で体とこころの処方箋を人々に」と題した素敵な25分番

組で、2008年に医療宣教師になった経緯や順風満帆ばかりではないこ

れまでの歩みの中で知った神の愛と導きについて話しています。

YouTubeで「ライフライン近藤恵」と検索して是非ご覧ください。

恵宣教師「ライフライン」に出演

近藤恵宣教師ニュースレター NO.40
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みなさまお元気ですか？暖冬ではありますが、やはり春が待ちど

おしいですね。前回のニュースレターの時には、ウクライナの戦争

が終わらないことを嘆きました。それが終結の見通しも立っていな

いのに、イスラエルとハマスの間で戦争が起こり、日々たくさんの

方が亡くなっています。また、元旦には、能登半島の地震が起こり、

たくさんの方が被災しました。再び主に訴えます。「神様、どうし

てですか？」そして再び、主が思いもかけない道を用意してくださっ

ていることを信じます。

天が地よりも高いように、わたしの道はあなたがたの道

よりも高く、わたしの思いは、あなたがたの思いよりも高

い。 （イザヤ書55:９）

わたしは神の手の中にある小さな鉛筆のよ

うなものです。神が考え、神が書くのです。

鉛筆は何もしません。鉛筆はただ使われるだ

けです。 （マザー・テレサ）



去年の6月にバングラデシュを訪問し、3か月くらいの短期で働くた

めのビザの取得にジョイランクーラが協力してくれることを確認してき

ました。まず始めに、ビザを取りやすくするために、今までの記録が残っ

ているパスポートを新しいものに替えることをトライしました。でも私

のパスポートは、まだ3年の残余期間があり、日本のパスポートセンター

に電話をかけたり、出向いたりした結果、無理だということがわかりま

した。

古いパスポートでビザを取るという方向で、ジョイランクーラの担当

のルチョンさんにお願いしました。そのルチョンさんから何日も連絡が

ないまま、日が過ぎました。そこで、LMI-バングラデシュのディレク

ター、チャウナー先生が主導して、11月初旬に日本とバングラデシュ

を結んでオンラインミーティングをすることになりました。ジョイラン

クーラからルチョンさん、LMI-BDのチャウナー先生、LMJから田辺先

生、兵藤先生、私です。これはなかなか面白いミーティングでした。基

本英語なのですが、

それを中断して、私

とLMJの間で日本語

で確認し、さらにル

チョンさんと私の間

でベンガル語で話し

ます。このミーティ

ングで、ルチョンさ

んは期待のもてる発

言をしてくれました。

最初のNビザは3か月

ですが、セイフティクリアランスを得ると5年のビザがもらえるように

なります。でも、セイフティクリアランスををもらうのに８か月以上か

かるかもしれない。その間バングラデシュに滞在する必要がある。私の

場合、母のことがあって3か月で帰国したいのだけれど、ジョイランクー

ラとNSI（セイフティクリアランスを担当する機関）の関係が良いので、

ビザを待って

ジョイランクーラ・クリスチャンホスピタルの患者さんたち

ひょっとしたら3か月以内にセイフティクリアランスをもらえる可能性が

ある。そうなると私は5年の間、自由に日本とバングラデシュを行き来す

ることができると。

これは、願ってもないことです。神様は、私たちの思いもかけなかっ

た計画を用意してくださっているのかもしれないと思ったのでした。2月、

ルチョンさんは、バングラデシュのNGOビューローに必要な書類を提出

してくれています。うまくいけば3月末にはバングラデシュに行けるかな

と期待しています。

ビザが降りるのを待ちつつ、私が時間を費やしてきたことの一つに実

家の掃除があります。母は96歳、現役の産婦人科医として働きつつ、一

人暮らしをしています。もともと家事をこまめにするという習慣がなかっ

たのだと思いますが、足腰が弱って来てさらにそれが難しくなってきて

います。実家は、たまった洗濯物と、捨てられていないゴミが蓄積して

います。それもずっと長く働いていたお手伝いさんが亡くなってから、

と言うともう２0年以上になるかもしれませんが、その歴史的遺物がたまっ

ているのです。母も努力しているのですが、こなしきれません。

ということで、月に1回私が3泊4日で帰って、洗濯、ごみ捨てをしま

す。でもゴミも洗濯ものも次々に新しいものが加わるので家事能力の低

い私がやる程度では、とうてい追いつきません。最初の目標は、家の１

階の大部分を掃除すること、そのうちにそれが無理だとわかって、せめ

て台所とお風呂場、それをつなぐ廊下までとどんどん目標は縮小されて

いきました。目標を小さくするのに関しては、私はかなりフレキシブル

です。それでも、毎回帰ってくるたびに絶望感にさいなまれていました。

ところが、1月に台所の電気配線が故障してしまい、お料理をすること

も煖房をつけることも不可能になりました。そこで、母は、医院がある

建物の2階にある、昔入院患者さんが使っていた台所を使い始めることに

しました。もう20年くらいは、使っていないので、ガスコンロを置いて

ある台、棚、冷蔵庫などすべて汚れやほこりが積み重なっています。で

も、家の台所を快適に使えるようにするよりは、ずっと簡単になりまし

た。（裏面につづく）

思いもかけない解決方法




